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政
府
は
、令
和
２
年
12
月
21
日
に
令
和
3
年
度
税
制
改
正
大
綱
を
閣
議
決
定
し
ま
し
た
。

　
法
人
会
が
提
言
し
て
い
た
法
人
税
の
軽
減
税
率
の
特
例
の
適
用
期
限
の
延
長
は
実
現
さ
れ
、固
定
資

産
税
や
産
業
競
争
力
強
化
に
係
る
措
置
な
ど
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ・
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
を
意
識
し
た
税
制
改
正
と

な
り
ま
し
た
。主
な
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン

　
投
資
促
進
税
制
の
創
設
　

　
青
色
申
告
法
人
が
事
業
適
応
計
画
に

つ
い
て
産
業
競
争
力
強
化
法
の
認
定
を

受
け
、令
和
５
年
３
月
３１
日
ま
で
に
事

業
適
応
計
画
の
実
施
の
た
め
の
ソ
フ
ト

ウ
ェ
ア
等
の
新
設・増
設
な
ど
を
し
た
場

合
に
、取
得
価
額
の
30
％
の
特
別
償
却

か
取
得
価
額
の
3
％
の
税
額
控
除
が
認

め
ら
れ
ま
す
。な
お
税
額
控
除
は
、グ

ル
ー
プ
外
の
事
業
者
と
デ
ー
タ
連
携
す

る
場
合
に
は
5
％
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま

す
。

■
研
究
開
発
税
制
の
見
直
し

　
総
額
に
係
る
税
額
控
除
制
度
に
つ
い

て
は
、税
額
控
除
率
の
下
限
を
6
％
か

ら
2
％
に
引
き
下
げ
、上
限
を
10
％
か

ら
14
％
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

　
令
和
３
年
４
月
１
日
か
ら
令
和
５
年

３
月
３１
日
ま
で
の
間
に
開
始
す
る
事
業

年
度
の
う
ち
、基
準
年
度
に
比
較
し
て

売
上
が
2
％
以
上
減
少
し
、試
験
研
究

費
が
基
準
年
度
を
超
え
る
場
合
に
、控

除
税
額
に
つ
い
て
当
期
の
法
人
税
の

5
％
が
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
。

■
所
得
拡
大
税
制
の
見
直
し

　
青
色
申
告
法
人
が
令
和
３
年
４
月
１

日
か
ら
令
和
５
年
３
月
３１
日
ま
で
に
開

始
す
る
各
事
業
年
度
に
、新
規
雇
用
者

給
与
等
支
給
額
の
新
規
雇
用
者
比
較
給

与
等
支
給
額
に
対
す
る
増
加
割
合
が

2
％
以
上
の
場
合
、控
除
対
象
新
規
雇

用
者
給
与
等
支
給
額
の
15
％
を
税
額
控

除
で
き
る
制
度
と
な
り
ま
す
。な
お
、教

育
訓
練
費
の
増
加
割
合
が
20
％
以
上
の

場
合
は
、控
除
対
象
新
規
雇
用
者
給
与

支
給
額
の
２０
％
ま
で
税
額
控
除
が
拡
大

さ
れ
ま
す
。

　
中
小
企
業
向
け
所
得
拡
大
税
制
は
、

増
加
割
合
1・5
％
の
判
定
を
、継
続
雇

用
者
給
与
等
支
給
額
の
比
較
か
ら
、雇

用
者
給
与
等
支
給
額
で
の
比
較
へ
と
変

更
し
ま
す
。ま
た
、税
額
控
除
率
25
％
に

な
る
か
否
か
の
判
定
に
つ
い
て
も
、継
続

雇
用
者
給
与
等
支
給
額
の
比
較
か
ら
、

雇
用
者
給
与
等
支
給
額
で
比
較
し
て
増

加
割
合
が
2
・
5
％
以
上
か
否
か
の
判

定
を
行
い
ま
す
。

■
繰
越
欠
損
金
の
控
除
上
限
の
特
例
の
創
設

　
青
色
申
告
法
人
が
産
業
競
争
力
強
化

法
の
事
業
適
応
計
画
の
認
定
を
受
け
、

事
業
適
応
計
画
に
従
っ
て
事
業
適
応
を

実
施
す
る
者
の
適
用
事
業
年
度
に
、令

和
２
年
４
月
１
日
か
ら
令
和
３
年
４
月

１
日
を
含
む
事
業
年
に
生
じ
た
欠
損
金

が
あ
る
場
合
に
は
、欠
損
金
の
繰
越
控

除
前
の
所
得
の
金
額
の
範
囲
内
で
損
金

算
入
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

■
株
式
を
対
価
と
す
る
Ｍ
＆
Ａ
の
促
進

　
会
社
法
の
株
式
交
付
に
よ
り
、そ
の

有
す
る
株
式
を
譲
渡
し
、株
式
交
付
親

会
社
の
株
式
の
交
付
を
受
け
た
場
合
は
、

そ
の
譲
渡
し
た
株
式
の
譲
渡
損
益
を
繰

り
延
べ
る
こ
と
と
し
ま
す
。

■
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
向
け
た

　
投
資
促
進
税
制
の
創
設

　
青
色
申
告
法
人
が
産
業
競
争
力
強

化
法
の
中
長
期
環
境
適
応
計
画
に
つ
い

て
認
定
を
受
け
、令
和
６
年
３
月
３
１

日
ま
で
に
、そ
の
計
画
に
記
載
さ
れ
た

中
長
期
環
境
適
応
生
産
性
向
上
設
備

（
仮
称
）又
は
中
長
期
環
境
適
応
需
要
開

拓
製
品
生
産
設
備（
仮
称
）を
取
得
し
た

場
合
に
、取
得
価
額
の
50
％
の
特
別
償

却
、あ
る
い
は
取
得
価
額
の
5
％
の
税

額
控
除
を
選
択
適
用
で
き
ま
す
。な
お
、

税
額
控
除
に
つ
い
て
は
、温
室
効
果
ガ

ス
の
削
減
に
著
し
く
資
す
る
も
の
に
あ

た
っ
て
は
10
％
に
控
除
額
が
拡
大
さ
れ

ま
す
。

■
中
小
企
業
向
け
税
制

　
中
小
企
業
者
等
の
法
人
税
の
軽
減
税

率
の
特
例
の
適
用
期
限
は
２
年
延
長
さ

れ
ま
す
。

　
中
小
企
業
投
資
促
進
税
制
に
つ
い
て
、

①
不
動
産
業
、②
物
品
賃
貸
業
、③
料

亭
、バ
ー
、キ
ャ
バ
レ
ー
、ナ
イ
ト
ク
ラ
ブ

そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
事
業（
生
活
衛

生
同
業
組
合
の
組
合
員
が
行
う
も
の
に

限
る
。）を
指
定
事
業
に
加
え
て
、適
用

期
限
が
２
年
間
延
長
さ
れ
ま
す
。

■
住
宅
ロ
ー
ン
減
税
に
関
す
る
特
例
措
置

　
住
宅
ロ
ー
ン
減
税
に
つ
い
て
１３
年
間

利
用
で
き
る
特
例
が
、令
和
３
年
１
月

１
日
か
ら
令
和
４
年
１２
月
３１
日
ま
で
に

居
住
の
用
に
供
し
た
場
合
ま
で
延
長
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
住
宅
の
床
面
積
が
40
㎡
以
上
50
㎡
未

満
の
住
宅
に
つ
い
て
も
、住
宅
ロ
ー
ン
減

税
の
特
例
が
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。た
だ
し
、１３
年
間
の
控
除
期
間
の

う
ち
、合
計
所
得
金
額
が
1
0
0
0
万

円
を
超
え
る
年
に
つ
い
て
は
、適
用
さ
れ

ま
せ
ん
。

■
同
族
会
社
が
発
行
し
た
社
債
の
利
子

　
同
族
会
社
が
発
行
し
た
社
債
の
利

子
・
償
還
金
に
つ
い
て
、
法
人
と
特

殊
の
関
係
の
あ
る
個
人
及
び
親
族
が

受
け
取
る
場
合
は
、
総
合
課
税
の
対

象
と
な
り
累
進
税
率
が
適
用
さ
れ
ま

す
。
令
和
3
年
4
月
1
日
以
後
に
受

け
取
る
も
の
か
ら
適
用
に
な
り
ま
す
。

■
短
期
退
職
手
当
等

　
退
職
手
当
の
う
ち
、勤
続
年
数
が
５
年

以
下
で
あ
る
者
が
受
け
る
も
の
で
、特
定

役
員
退
職
手
当
に
該
当
し
な
い
も
の
を

短
期
退
職
手
当
等
と
し
、収
入
金
額
か

ら
退
職
所
得
控
除
額
を
控
除
し
て

3
0
0
万
円
を
超
え
る
部
分
に
は
、退
職

所
得
の
計
算
の
際
に
２
分
の
１
と
す
る

措
置
を
適
用
し
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

令
和
４
年
分
か
ら
適
用
さ
れ
ま
す
。

■
子
育
て
助
成
の
非
課
税

　
国
又
は
地
方
公
共
団
体
が
行
う
保
育

そ
の
他
の
子
育
て
に
対
す
る
助
成
に
つ

い
て
、非
課
税
と
し
ま
す
。

　
■
課
税
売
上
割
合
に
準
ず
る
割
合
の
承
認

　
申
請

　
課
税
売
上
割
合
に
準
ず
る
割
合
の
承

認
申
請
に
つ
い
て
、課
税
期
間
の
末
日

ま
で
に
提
出
し
て
、１
ヶ
月
以
内
で
承
認

を
受
け
る
こ
と
で
、提
出
し
た
課
税
期

間
か
ら
課
税
売
上
割
合
に
準
ず
る
割
合

が
利
用
で
き
ま
す
。

■
電
気
ガ
ス
供
給
施
設
利
用
権
の
範
囲

　
調
整
対
象
固
定
資
産
で
あ
る
電
気
ガ

ス
供
給
施
設
利
用
権
の
範
囲
に
、電
気

事
業
法
の
配
電
業
者
に
対
し
て
電
気
供

給
施
設
を
設
け
る
た
め
に
要
す
る
費
用

を
負
担
し
て
、電
気
供
給
施
設
を
利
用

し
て
電
気
の
供
給
を
受
け
る
権
利
が
加

え
ら
れ
ま
す
。

■
産
後
ケ
ア
事
業
は
非
課
税

　
母
子
健
康
法
の
改
正
に
よ
り
創
設
さ

れ
る
産
後
ケ
ア
事
業
は
、社
会
福
祉
事

業
に
類
す
る
も
の
と
し
て
非
課
税
と
な

り
ま
す
。

■
20
万
円
以
下
の
国
際
郵
便
に
よ
る
輸
出

　
20
万
円
以
下
の
国
際
郵
便
で
輸
出
を

し
た
場
合
に
、輸
出
免
税
の
適
用
を
受

け
る
た
め
に
は
、輸
出
し
た
こ
と
を
証

明
す
る
書
類
と
し
て
、日
本
郵
便
株
式

会
社
よ
り
交
付
を
受
け
た
郵
便
物
の
引

受
証
及
び
発
送
伝
票
の
控
え
の
保
存
が

必
要
と
な
り
ま
す
。令
和
３
年
１０
月
１

日
以
後
に
行
わ
れ
る
資
産
の
譲
渡
等
に

つ
い
て
適
用
さ
れ
ま
す
。

■
国
際
金
融
都
市
に
向
け
た
税
制
上
の

　
措
置

　
国
内
に
短
期
的
に
居
住
す
る
在
留

資
格
を
有
す
る
者
、国
外
に
居
住
す
る

外
国
人
等
が
、相
続
開
始
の
時
又
は
贈

与
の
時
に
お
い
て
国
内
に
居
住
す
る
在

留
資
格
を
有
す
る
者
か
ら
、相
続・贈
与

に
よ
り
取
得
す
る
国
外
財
産
に
は
相
続

税
又
は
贈
与
税
を
課
さ
な
い
こ
と
と
し

ま
す
。

■
住
宅
取
得
資
金
の
贈
与

　
直
系
尊
属
か
ら
住
宅
取
得
資
金
の
贈

与
を
受
け
た
場
合
の
非
課
税
措
置
に
つ

い
て
、令
和
３
年
４
月
１
日
か
ら
令
和
３

年
１２
月
３１
日
ま
で
に
契
約
し
た
場
合
は
、

現
行
と
同
額
で
据
え
置
か
れ
ま
す
。

　
受
贈
者
が
贈
与
を
受
け
た
年
の
合
計

所
得
金
額
が
1
0
0
0
万
円
以
下
の
場

合
に
は
、面
積
要
件
が
緩
和
さ
れ
40
㎡
以

上
と
な
り
ま
す
。

■
教
育
資
金
の
一
括
贈
与
制
度

　
教
育
資
金
の
一
括
贈
与
に
つ
い
て
、贈

与
者
死
亡
時
に
残
額
が
あ
る
場
合
に
、

相
続
税
の
対
象
と
な
り
ま
す
。た
だ
し
、

受
贈
者
が
、①
２３
歳
未
満
で
あ
る
場
合
、

②
学
校
等
に
在
学
し
て
い
る
場
合
、③

教
育
訓
練
給
付
金
の
支
給
対
象
と
な
る

教
育
訓
練
を
受
講
し
て
い
る
場
合
は
、

相
続
税
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

　
な
お
、受
贈
者
が
孫
・ひ
孫
の
場
合
は

２
割
加
算
の
対
象
と
さ
れ
ま
す
。

■
結
婚・子
育
て
資
金
の
一
括
贈
与
制
度

　
受
贈
者
が
孫
・
ひ
孫
の
場
合
に
２
割

加
算
の
対
象
と
し
ま
す
。受
贈
者
の
年

齢
制
限
は
、２０
歳
以
上
か
ら
１８
歳
以
上

に
引
き
下
げ
ら
れ
ま
す
。

■
税
務
関
係
書
類
の
押
印
義
務
の
見
直
し

　
納
税
者
の
押
印
が
必
要
と
さ
れ
て
き

た
税
務
関
係
書
類
に
つ
い
て
、基
本
的

に
押
印
不
要
と
な
り
ま
す
。押
印
が
必

要
な
も
の
は
、①
担
保
提
供
関
係
書
類

及
び
物
納
手
続
関
係
書
類
で
、実
印
の

押
印
と
印
鑑
証
明
書
の
添
付
を
求
め
て

い
る
書
類
、②
相
続
税
及
び
贈
与
税
の

特
例
で
、財
産
の
分
割
協
議
に
関
す
る

書
類
だ
け
と
な
り
ま
す
。

■
電
磁
的
記
録
等
に
よ
る
保
存
制
度
の
見

　
直
し

　
承
認
制
度
を
廃
止
し
て
、正
規
の
簿

記
の
原
則
に
従
っ
て
記
録
さ
れ
て
い
れ

ば
紙
へ
の
印
刷
は
不
要
で
、電
子
デ
ー
タ

の
ま
ま
保
管
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り

ま
す
。令
和
４
年
１
月
１
日
以
後
の
関

係
帳
簿
か
ら
適
用
さ
れ
ま
す
。

　
訂
正
等
履
歴
要
件
及
び
相
互
関
連

性
要
件
な
ど
、従
来
の
要
件
を
満
た
す

優
良
な
電
磁
的
記
録
等
の
保
存
を
行
う

旨
の
届
出
を
提
出
す
る
こ
と
で
、過
少

申
告
加
算
税
が
5
％
軽
減
さ
れ
ま
す
。

令
和
４
年
１
月
１
日
以
後
に
申
告
期
限

が
到
来
す
る
も
の
か
ら
適
用
さ
れ
ま
す
。

■
ス
キ
ャ
ナ
保
存
制
度

　
承
認
制
度
を
廃
止
し
て
、要
件
が
大

幅
に
緩
和
さ
れ
ま
す
。会
計
シ
ス
テ
ム

に
お
い
て
訂
正
削
除
履
歴
が
残
る
場
合

は
、タ
イ
ム
ス
タ
ン
プ
も
不
要
と
な
り
、

２
ヶ
月
以
内
に
入
力
す
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
ま
す
。書
類
へ
の
自
署
、相
互
け
ん

制
な
ど
の
適
正
事
務
処
理
要
件
な
ど

も
廃
止
さ
れ
ま
す
。令
和
４
年
１
月
１

日
以
後
に
保
存
す
る
書
類
に
適
用
さ
れ

ま
す
。

■
固
定
資
産
税

　
令
和
３
年
度
は
、固
定
資
産
税
の
評

価
替
え
の
年
と
な
り
ま
す
が
、土
地
に

つ
い
て
、固
定
資
産
税
の
税
額
が
増
加

す
る
場
合
に
は
、前
年
度
の
税
額
に
据

え
置
く
特
別
な
措
置
が
講
じ
ら
れ
ま
す
。

な
お
、評
価
額
が
下
が
っ
た
場
合
は
、通

常
通
り
減
額
と
な
り
ま
す
。コ
ロ
ナ
禍

に
よ
る
対
応
と
な
り
ま
す
。

法
人
税
関
係

消
費
税
関
係

そ
の
他

相
続
税
・
贈
与
税

所
得
税・住
民
税
関
係

東
京
法
人
会
連
合
会

☆
記
事
内
容
に
つ
い
て
の
お
問
合
せ
は…

Ｔ
Ｓ
Ｋ
税
理
士
法
人

税
理
士
　
飯
田 

聡一郎

TEL 

０
３‒

５
３
６
３‒

５
９
５
８

FAX 

０
３‒

５
３
６
３‒

５
４
４
９

HP http://w
w

w
.iida-offi

ce.jp/

省エネ・バリアフリー住宅
消費税率10％

省エネ・バリアフリー住宅
消費税率8％以下

上記以外の住宅
消費税率10％

上記以外の住宅
消費税率8％以下

1,500万円

1,500万円

1,000万円

500万円

〜
中
小
企
業
向
け
の
法
人
税
の
軽
減
税
率
は
２
年
延
長
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　  

固
定
資
産
税
は
据
え
置
き
な
ど
〜

令
和
3
年
度 

税
制
改
正
大
綱

－

法
人
会
の
税
制
改
正
提
言

－

2



　
政
府
は
、令
和
２
年
12
月
21
日
に
令
和
3
年
度
税
制
改
正
大
綱
を
閣
議
決
定
し
ま
し
た
。

　
法
人
会
が
提
言
し
て
い
た
法
人
税
の
軽
減
税
率
の
特
例
の
適
用
期
限
の
延
長
は
実
現
さ
れ
、固
定
資

産
税
や
産
業
競
争
力
強
化
に
係
る
措
置
な
ど
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ・
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
を
意
識
し
た
税
制
改
正
と

な
り
ま
し
た
。主
な
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン

　
投
資
促
進
税
制
の
創
設
　

　
青
色
申
告
法
人
が
事
業
適
応
計
画
に

つ
い
て
産
業
競
争
力
強
化
法
の
認
定
を

受
け
、令
和
５
年
３
月
３１
日
ま
で
に
事

業
適
応
計
画
の
実
施
の
た
め
の
ソ
フ
ト

ウ
ェ
ア
等
の
新
設・増
設
な
ど
を
し
た
場

合
に
、取
得
価
額
の
30
％
の
特
別
償
却

か
取
得
価
額
の
3
％
の
税
額
控
除
が
認

め
ら
れ
ま
す
。な
お
税
額
控
除
は
、グ

ル
ー
プ
外
の
事
業
者
と
デ
ー
タ
連
携
す

る
場
合
に
は
5
％
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま

す
。

■
研
究
開
発
税
制
の
見
直
し

　
総
額
に
係
る
税
額
控
除
制
度
に
つ
い

て
は
、税
額
控
除
率
の
下
限
を
6
％
か

ら
2
％
に
引
き
下
げ
、上
限
を
10
％
か

ら
14
％
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

　
令
和
３
年
４
月
１
日
か
ら
令
和
５
年

３
月
３１
日
ま
で
の
間
に
開
始
す
る
事
業

年
度
の
う
ち
、基
準
年
度
に
比
較
し
て

売
上
が
2
％
以
上
減
少
し
、試
験
研
究

費
が
基
準
年
度
を
超
え
る
場
合
に
、控

除
税
額
に
つ
い
て
当
期
の
法
人
税
の

5
％
が
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
。

■
所
得
拡
大
税
制
の
見
直
し

　
青
色
申
告
法
人
が
令
和
３
年
４
月
１

日
か
ら
令
和
５
年
３
月
３１
日
ま
で
に
開

始
す
る
各
事
業
年
度
に
、新
規
雇
用
者

給
与
等
支
給
額
の
新
規
雇
用
者
比
較
給

与
等
支
給
額
に
対
す
る
増
加
割
合
が

2
％
以
上
の
場
合
、控
除
対
象
新
規
雇

用
者
給
与
等
支
給
額
の
15
％
を
税
額
控

除
で
き
る
制
度
と
な
り
ま
す
。な
お
、教

育
訓
練
費
の
増
加
割
合
が
20
％
以
上
の

場
合
は
、控
除
対
象
新
規
雇
用
者
給
与

支
給
額
の
２０
％
ま
で
税
額
控
除
が
拡
大

さ
れ
ま
す
。

　
中
小
企
業
向
け
所
得
拡
大
税
制
は
、

増
加
割
合
1・5
％
の
判
定
を
、継
続
雇

用
者
給
与
等
支
給
額
の
比
較
か
ら
、雇

用
者
給
与
等
支
給
額
で
の
比
較
へ
と
変

更
し
ま
す
。ま
た
、税
額
控
除
率
25
％
に

な
る
か
否
か
の
判
定
に
つ
い
て
も
、継
続

雇
用
者
給
与
等
支
給
額
の
比
較
か
ら
、

雇
用
者
給
与
等
支
給
額
で
比
較
し
て
増

加
割
合
が
2
・
5
％
以
上
か
否
か
の
判

定
を
行
い
ま
す
。

■
繰
越
欠
損
金
の
控
除
上
限
の
特
例
の
創
設

　
青
色
申
告
法
人
が
産
業
競
争
力
強
化

法
の
事
業
適
応
計
画
の
認
定
を
受
け
、

事
業
適
応
計
画
に
従
っ
て
事
業
適
応
を

実
施
す
る
者
の
適
用
事
業
年
度
に
、令

和
２
年
４
月
１
日
か
ら
令
和
３
年
４
月

１
日
を
含
む
事
業
年
に
生
じ
た
欠
損
金

が
あ
る
場
合
に
は
、欠
損
金
の
繰
越
控

除
前
の
所
得
の
金
額
の
範
囲
内
で
損
金

算
入
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

■
株
式
を
対
価
と
す
る
Ｍ
＆
Ａ
の
促
進

　
会
社
法
の
株
式
交
付
に
よ
り
、そ
の

有
す
る
株
式
を
譲
渡
し
、株
式
交
付
親

会
社
の
株
式
の
交
付
を
受
け
た
場
合
は
、

そ
の
譲
渡
し
た
株
式
の
譲
渡
損
益
を
繰

り
延
べ
る
こ
と
と
し
ま
す
。

■
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
向
け
た

　
投
資
促
進
税
制
の
創
設

　
青
色
申
告
法
人
が
産
業
競
争
力
強

化
法
の
中
長
期
環
境
適
応
計
画
に
つ
い

て
認
定
を
受
け
、令
和
６
年
３
月
３
１

日
ま
で
に
、そ
の
計
画
に
記
載
さ
れ
た

中
長
期
環
境
適
応
生
産
性
向
上
設
備

（
仮
称
）又
は
中
長
期
環
境
適
応
需
要
開

拓
製
品
生
産
設
備（
仮
称
）を
取
得
し
た

場
合
に
、取
得
価
額
の
50
％
の
特
別
償

却
、あ
る
い
は
取
得
価
額
の
5
％
の
税

額
控
除
を
選
択
適
用
で
き
ま
す
。な
お
、

税
額
控
除
に
つ
い
て
は
、温
室
効
果
ガ

ス
の
削
減
に
著
し
く
資
す
る
も
の
に
あ

た
っ
て
は
10
％
に
控
除
額
が
拡
大
さ
れ

ま
す
。

■
中
小
企
業
向
け
税
制

　
中
小
企
業
者
等
の
法
人
税
の
軽
減
税

率
の
特
例
の
適
用
期
限
は
２
年
延
長
さ

れ
ま
す
。

　
中
小
企
業
投
資
促
進
税
制
に
つ
い
て
、

①
不
動
産
業
、②
物
品
賃
貸
業
、③
料

亭
、バ
ー
、キ
ャ
バ
レ
ー
、ナ
イ
ト
ク
ラ
ブ

そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
事
業（
生
活
衛

生
同
業
組
合
の
組
合
員
が
行
う
も
の
に

限
る
。）を
指
定
事
業
に
加
え
て
、適
用

期
限
が
２
年
間
延
長
さ
れ
ま
す
。

■
住
宅
ロ
ー
ン
減
税
に
関
す
る
特
例
措
置

　
住
宅
ロ
ー
ン
減
税
に
つ
い
て
１３
年
間

利
用
で
き
る
特
例
が
、令
和
３
年
１
月

１
日
か
ら
令
和
４
年
１２
月
３１
日
ま
で
に

居
住
の
用
に
供
し
た
場
合
ま
で
延
長
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
住
宅
の
床
面
積
が
40
㎡
以
上
50
㎡
未

満
の
住
宅
に
つ
い
て
も
、住
宅
ロ
ー
ン
減

税
の
特
例
が
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。た
だ
し
、１３
年
間
の
控
除
期
間
の

う
ち
、合
計
所
得
金
額
が
1
0
0
0
万

円
を
超
え
る
年
に
つ
い
て
は
、適
用
さ
れ

ま
せ
ん
。

■
同
族
会
社
が
発
行
し
た
社
債
の
利
子

　
同
族
会
社
が
発
行
し
た
社
債
の
利

子
・
償
還
金
に
つ
い
て
、
法
人
と
特

殊
の
関
係
の
あ
る
個
人
及
び
親
族
が

受
け
取
る
場
合
は
、
総
合
課
税
の
対

象
と
な
り
累
進
税
率
が
適
用
さ
れ
ま

す
。
令
和
3
年
4
月
1
日
以
後
に
受

け
取
る
も
の
か
ら
適
用
に
な
り
ま
す
。

■
短
期
退
職
手
当
等

　
退
職
手
当
の
う
ち
、勤
続
年
数
が
５
年

以
下
で
あ
る
者
が
受
け
る
も
の
で
、特
定

役
員
退
職
手
当
に
該
当
し
な
い
も
の
を

短
期
退
職
手
当
等
と
し
、収
入
金
額
か

ら
退
職
所
得
控
除
額
を
控
除
し
て

3
0
0
万
円
を
超
え
る
部
分
に
は
、退
職

所
得
の
計
算
の
際
に
２
分
の
１
と
す
る

措
置
を
適
用
し
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

令
和
４
年
分
か
ら
適
用
さ
れ
ま
す
。

■
子
育
て
助
成
の
非
課
税

　
国
又
は
地
方
公
共
団
体
が
行
う
保
育

そ
の
他
の
子
育
て
に
対
す
る
助
成
に
つ

い
て
、非
課
税
と
し
ま
す
。

　
■
課
税
売
上
割
合
に
準
ず
る
割
合
の
承
認

　
申
請

　
課
税
売
上
割
合
に
準
ず
る
割
合
の
承

認
申
請
に
つ
い
て
、課
税
期
間
の
末
日

ま
で
に
提
出
し
て
、１
ヶ
月
以
内
で
承
認

を
受
け
る
こ
と
で
、提
出
し
た
課
税
期

間
か
ら
課
税
売
上
割
合
に
準
ず
る
割
合

が
利
用
で
き
ま
す
。

■
電
気
ガ
ス
供
給
施
設
利
用
権
の
範
囲

　
調
整
対
象
固
定
資
産
で
あ
る
電
気
ガ

ス
供
給
施
設
利
用
権
の
範
囲
に
、電
気

事
業
法
の
配
電
業
者
に
対
し
て
電
気
供

給
施
設
を
設
け
る
た
め
に
要
す
る
費
用

を
負
担
し
て
、電
気
供
給
施
設
を
利
用

し
て
電
気
の
供
給
を
受
け
る
権
利
が
加

え
ら
れ
ま
す
。

■
産
後
ケ
ア
事
業
は
非
課
税

　
母
子
健
康
法
の
改
正
に
よ
り
創
設
さ

れ
る
産
後
ケ
ア
事
業
は
、社
会
福
祉
事

業
に
類
す
る
も
の
と
し
て
非
課
税
と
な

り
ま
す
。

■
20
万
円
以
下
の
国
際
郵
便
に
よ
る
輸
出

　
20
万
円
以
下
の
国
際
郵
便
で
輸
出
を

し
た
場
合
に
、輸
出
免
税
の
適
用
を
受

け
る
た
め
に
は
、輸
出
し
た
こ
と
を
証

明
す
る
書
類
と
し
て
、日
本
郵
便
株
式

会
社
よ
り
交
付
を
受
け
た
郵
便
物
の
引

受
証
及
び
発
送
伝
票
の
控
え
の
保
存
が

必
要
と
な
り
ま
す
。令
和
３
年
１０
月
１

日
以
後
に
行
わ
れ
る
資
産
の
譲
渡
等
に

つ
い
て
適
用
さ
れ
ま
す
。

■
国
際
金
融
都
市
に
向
け
た
税
制
上
の

　
措
置

　
国
内
に
短
期
的
に
居
住
す
る
在
留

資
格
を
有
す
る
者
、国
外
に
居
住
す
る

外
国
人
等
が
、相
続
開
始
の
時
又
は
贈

与
の
時
に
お
い
て
国
内
に
居
住
す
る
在

留
資
格
を
有
す
る
者
か
ら
、相
続・贈
与

に
よ
り
取
得
す
る
国
外
財
産
に
は
相
続

税
又
は
贈
与
税
を
課
さ
な
い
こ
と
と
し

ま
す
。

■
住
宅
取
得
資
金
の
贈
与

　
直
系
尊
属
か
ら
住
宅
取
得
資
金
の
贈

与
を
受
け
た
場
合
の
非
課
税
措
置
に
つ

い
て
、令
和
３
年
４
月
１
日
か
ら
令
和
３

年
１２
月
３１
日
ま
で
に
契
約
し
た
場
合
は
、

現
行
と
同
額
で
据
え
置
か
れ
ま
す
。

　
受
贈
者
が
贈
与
を
受
け
た
年
の
合
計

所
得
金
額
が
1
0
0
0
万
円
以
下
の
場

合
に
は
、面
積
要
件
が
緩
和
さ
れ
40
㎡
以

上
と
な
り
ま
す
。

■
教
育
資
金
の
一
括
贈
与
制
度

　
教
育
資
金
の
一
括
贈
与
に
つ
い
て
、贈

与
者
死
亡
時
に
残
額
が
あ
る
場
合
に
、

相
続
税
の
対
象
と
な
り
ま
す
。た
だ
し
、

受
贈
者
が
、①
２３
歳
未
満
で
あ
る
場
合
、

②
学
校
等
に
在
学
し
て
い
る
場
合
、③

教
育
訓
練
給
付
金
の
支
給
対
象
と
な
る

教
育
訓
練
を
受
講
し
て
い
る
場
合
は
、

相
続
税
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

　
な
お
、受
贈
者
が
孫
・ひ
孫
の
場
合
は

２
割
加
算
の
対
象
と
さ
れ
ま
す
。

■
結
婚・子
育
て
資
金
の
一
括
贈
与
制
度

　
受
贈
者
が
孫
・
ひ
孫
の
場
合
に
２
割

加
算
の
対
象
と
し
ま
す
。受
贈
者
の
年

齢
制
限
は
、２０
歳
以
上
か
ら
１８
歳
以
上

に
引
き
下
げ
ら
れ
ま
す
。

■
税
務
関
係
書
類
の
押
印
義
務
の
見
直
し

　
納
税
者
の
押
印
が
必
要
と
さ
れ
て
き

た
税
務
関
係
書
類
に
つ
い
て
、基
本
的

に
押
印
不
要
と
な
り
ま
す
。押
印
が
必

要
な
も
の
は
、①
担
保
提
供
関
係
書
類

及
び
物
納
手
続
関
係
書
類
で
、実
印
の

押
印
と
印
鑑
証
明
書
の
添
付
を
求
め
て

い
る
書
類
、②
相
続
税
及
び
贈
与
税
の

特
例
で
、財
産
の
分
割
協
議
に
関
す
る

書
類
だ
け
と
な
り
ま
す
。

■
電
磁
的
記
録
等
に
よ
る
保
存
制
度
の
見

　
直
し

　
承
認
制
度
を
廃
止
し
て
、正
規
の
簿

記
の
原
則
に
従
っ
て
記
録
さ
れ
て
い
れ

ば
紙
へ
の
印
刷
は
不
要
で
、電
子
デ
ー
タ

の
ま
ま
保
管
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り

ま
す
。令
和
４
年
１
月
１
日
以
後
の
関

係
帳
簿
か
ら
適
用
さ
れ
ま
す
。

　
訂
正
等
履
歴
要
件
及
び
相
互
関
連

性
要
件
な
ど
、従
来
の
要
件
を
満
た
す

優
良
な
電
磁
的
記
録
等
の
保
存
を
行
う

旨
の
届
出
を
提
出
す
る
こ
と
で
、過
少

申
告
加
算
税
が
5
％
軽
減
さ
れ
ま
す
。

令
和
４
年
１
月
１
日
以
後
に
申
告
期
限

が
到
来
す
る
も
の
か
ら
適
用
さ
れ
ま
す
。

■
ス
キ
ャ
ナ
保
存
制
度

　
承
認
制
度
を
廃
止
し
て
、要
件
が
大

幅
に
緩
和
さ
れ
ま
す
。会
計
シ
ス
テ
ム

に
お
い
て
訂
正
削
除
履
歴
が
残
る
場
合

は
、タ
イ
ム
ス
タ
ン
プ
も
不
要
と
な
り
、

２
ヶ
月
以
内
に
入
力
す
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
ま
す
。書
類
へ
の
自
署
、相
互
け
ん

制
な
ど
の
適
正
事
務
処
理
要
件
な
ど

も
廃
止
さ
れ
ま
す
。令
和
４
年
１
月
１

日
以
後
に
保
存
す
る
書
類
に
適
用
さ
れ

ま
す
。

■
固
定
資
産
税

　
令
和
３
年
度
は
、固
定
資
産
税
の
評

価
替
え
の
年
と
な
り
ま
す
が
、土
地
に

つ
い
て
、固
定
資
産
税
の
税
額
が
増
加

す
る
場
合
に
は
、前
年
度
の
税
額
に
据

え
置
く
特
別
な
措
置
が
講
じ
ら
れ
ま
す
。

な
お
、評
価
額
が
下
が
っ
た
場
合
は
、通

常
通
り
減
額
と
な
り
ま
す
。コ
ロ
ナ
禍

に
よ
る
対
応
と
な
り
ま
す
。

法
人
税
関
係

消
費
税
関
係

そ
の
他

相
続
税
・
贈
与
税

所
得
税・住
民
税
関
係

東
京
法
人
会
連
合
会

☆
記
事
内
容
に
つ
い
て
の
お
問
合
せ
は…

Ｔ
Ｓ
Ｋ
税
理
士
法
人

税
理
士
　
飯
田 

聡一郎

TEL 

０
３‒

５
３
６
３‒

５
９
５
８

FAX 

０
３‒

５
３
６
３‒

５
４
４
９

HP http://w
w

w
.iida-offi

ce.jp/

省エネ・バリアフリー住宅
消費税率10％

省エネ・バリアフリー住宅
消費税率8％以下

上記以外の住宅
消費税率10％

上記以外の住宅
消費税率8％以下

1,500万円

1,500万円

1,000万円

500万円

〜
中
小
企
業
向
け
の
法
人
税
の
軽
減
税
率
は
２
年
延
長
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　  

固
定
資
産
税
は
据
え
置
き
な
ど
〜

令
和
3
年
度 

税
制
改
正
大
綱

－

法
人
会
の
税
制
改
正
提
言

－
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法人課税部門の担当官を講師に迎え、少人数で開催いたしました。 
  

助成金活用セミナーの開催、皆さん真剣に受講されていました。 
  

事業研修委員会　  　　　　       ２月10、12、17日

申 告 書 作 成 実 務 講 座
事業研修委員会　　　　　　　　　　       ２月10日

「はじめての助成金活用セミナー」

事　業　研　修　委　員　会　　　　　　  　　　   　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

パ ソ コ ン 教 室
 エクセル講座 　　２月19日  ワード講座 　　２月16日

「ピボットテーブルの活用を学ぶ」エクセルデータ集計講座を開講し
ました。   

講師に㈱ブレーン専任講師中村和彦氏を招き、「ビジネス文章作成」
を開講しました。   



◇お問い合せ先　(一社）東京法人会連合会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（東京法人会連合会が負担します。）

                             東京法人会連合会　事業課 

(同一会員の相談は 

成和パートナーズ法律事務所（令和２年１月６日 羽野島法律事務所から名称変更） 

5,500円(税込)です。　　　　

7
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仕
事
柄
も
あ
っ
て
、葛
飾
区
が
発
行
し
て
い
る
広
報
誌
〔
広

報
か
つ
し
か
〕
を
愛
読
し
て
い
る
。
そ
の
〔
広
報
か
つ
し
か
〕

の
一
面
ト
ッ
プ
に
、
か
つ
て
三
島
由
紀
夫
の
写
真
が
大
き
く

躍
っ
た
こ
と
が
あ
る
こ
と
を
ご
記
憶
の
方
は
居
ら
れ
る
だ
ろ

う
か
。

　
〔
広
報
か
つ
し
か
〕
平
成
26
年
１
月
25
日
号
は
、
写
真
家
・

細
江
英
公
氏
（
よ
つ
ぎ
小
学
校
出
身
）
の
講
演
会
告
知
が
一

面
で
報
じ
ら
れ
、
細
江
氏
が
撮
影
し
た
三
島
由
紀
夫
の
写
真

集
『
薔
薇
刑
』
収
録
の
１
枚
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
薔
薇
を

唇
に
当
て
た
三
島
の
、
ま
る
で
見
る
者
を
射
る
よ
う
な
鋭
い

眼
光
が
印
象
的
な
写
真
で
あ
る
。
細
江
氏
の
代
表
作
で
あ
る

と
同
時
に
、
三
島
の
45
年
に
わ
た
る
生
涯
に
於
い
て
も
象
徴

的
な
１
枚
に
な
っ
た
。

　

葛
飾
区
の
広
報
誌
に
三
島
の
写
真
が
大
き
く
掲
載
さ
れ
た

こ
と
は
、
三
島
フ
ァ
ン
を
自
任
す
る
私
に
と
っ
て
ま
こ
と
に

嬉
し
い
出
来
事
で
あ
っ
た
。

　

三
島
の
魅
力
は
大
き
く
分
け
て
二
つ
に
要
約
さ
れ
る
。
一

つ
は
文
学
者
と
し
て
の
三
島
で
あ
る
。

　

昨
年
、
没
後
50
年
に
あ
た
り
、
新
潮
文
庫
が
既
刊
の
カ
バ
ー

デ
ザ
イ
ン
を
変
更
し
、
現
在
活
躍
す
る
作
家
に
よ
る
解
説
を

付
し
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
た
。
小
池
真
理
子
氏
は
三
島
の

遺
作
〔
豊
饒
の
海
〕
の
第
１
巻
〔
春
の
雪
〕
の
解
説
で
、
三

島
の
作
品
を
「
知
的
で
ロ
マ
ネ
ス
ク
」
で
「
隅
々
ま
で
丹
念

に
練
り
上
げ
ら
れ
」
て
お
り
、「
選
び
抜
か
れ
た
言
葉
と
比
喩

の
数
々
」が「
み
る
み
る
う
ち
に
堆
く
積
み
上
げ
ら
れ
て
い
き
、

や
が
て
そ
こ
に
崇
高
な
大
伽
藍
が
現
れ
て
、
読
者
は
圧
倒
さ

れ
、
息
を
の
む
」
と
評
し
て
い
る
。
小
池
氏
の
考
察
の
通
り

だ
と
思
う
。

　

以
前
、
葛
飾
法
人
会
の
細
谷
政
男
広
報
委
員
長
と
ご
一
緒

に
、
タ
イ
の
首
都
バ
ン
コ
ク
に
あ
る
名
刹
・
ワ
ッ
ト
ア
ル
ン

を
訪
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
ワ
ッ
ト
ア
ル
ン
、即
ち〔
暁
の
寺
〕

は
〔
豊
饒
の
海
〕
の
第
３
巻
の
題
名
に
も
な
り
、
四
部
作
の

重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
る
。
三
島
は
ワ
ッ
ト
ア
ル
ン
の
最

も
有
名
な
大
仏
塔
を

　
「
塔
の
重
層
感
、
重
複
感
は
息
苦
し
い
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
色

彩
と
光
輝
に
充
ち
た
高
さ
が
、
幾
重
に
も
刻
ま
れ
て
、
頂
き

に
向
っ
て
細
ま
る
さ
ま
は
、
幾
重
の
夢
が
頭
上
か
ら
の
し
か

か
っ
て
来
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。
す
こ
ぶ
る
急
な
階
段
の
蹴

込
も
隙
間
な
く
花
紋
で
埋
め
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
層
を
浮
彫

の
人
面
鳥
が
支
え
て
い
る
。
一
層
一
層
が
幾
重
の
夢
、
幾
重

の
期
待
、
幾
重
の
祈
り
で
押
し
潰
さ
れ
な
が
ら
、
な
お
累
積

し
累
積
し
て
、
空
を
向
っ
て
躙
り
寄
っ
て
成
し
た
極
彩
色
の

塔
」
と
描
い
て
い
る
。
ワ
ッ
ト
ア
ル
ン
を
訪
れ
た
こ
と
が
あ

る
方
な
ら
ば
、
こ
の
文
章
が
い
か
に
的
確
に
、
か
つ
気
高
く

描
写
さ
れ
て
い
る
か
、
ご
理
解
頂
け
る
の
で
は
な
い
か
。

　

日
本
へ
帰
る
飛
行
機
の
機
中
で
、
私
が
〔
暁
の
寺
〕
の
文

庫
本
を
拡
げ
、
隣
席
の
細
谷
広
報
委
員
長
に
こ
の
一
節
を
お

示
し
し
た
ら
、
細
谷
氏
が
読
み
入
っ
て
嘆
息
し
、「
俺
が
あ
そ

こ
で
見
て
、
感
じ
た
こ
と
は
こ
う
い
う
こ
と
だ
っ
た
ん
だ
ね
」

と
呟
か
れ
た
の
を
憶
え
て
い
る
。

　

三
島
が
描
く
情
景
や
心
理
は
、
我
々
が
実
際
に
見
た
り
、

感
じ
た
り
す
る
も
の
を
的
確
に
捉
え
る
だ
け
で
な
く
、
美
と

し
て
昇
華
し
て
い
る
点
で
卓
越
し
て
い
る
。
そ
れ
が
三
島
文

学
の
真
髄
の
一
端
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

も
う
１
つ
の
魅
力
は
、
人
物
と
し
て
の
三
島
で
あ
る
。

　

三
島
は
45
歳
で
亡
く
な
っ
た
が
、
三
十
代
で
ノ
ー
ベ
ル
文

学
賞
の
候
補
に
名
前
が
上
が
り
、
41
歳
で
芥
川
賞
選
考
委
員
、

42
歳
で
国
立
劇
場
（
現
・
日
本
芸
術
文
化
振
興
会
）
理
事
に

そ
れ
ぞ
れ
就
任
す
る
な
ど
、
ま
さ
に
驚
異
的
な
早
成
の
人
で

あ
っ
た
。

　

華
麗
な
系
譜
を
持
ち
、
自
身
も
大
蔵
省
（
現
・
財
務
省
）

の
元
エ
リ
ー
ト
官
僚
だ
が
、
冒
頭
に
書
い
た
通
り
、
写
真
集

で
裸
体
を
披
露
し
た
り
、
週
刊
誌
の
グ
ラ
ビ
ア
を
飾
る
な
ど
、

メ
デ
ィ
ア
の
寵
児
を
進
ん
で
引
き
受
け
る
俗
な
側
面
も
あ
っ

た
。
作
家
が
原
作
や
脚
本
を
手
が
け
た
作
品
に
カ
メ
オ
出
演

す
る
こ
と
は
よ
く
あ
る
が
、
三
島
は
純
粋
に
、
俳
優
と
し
て

映
画
に
主
演
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

　

そ
う
し
た
三
島
の
振
る
舞
い
を
、
当
時
か
ら
色
眼
鏡
で
見

る
向
き
も
あ
っ
た
。
特
に
、
学
生
を
組
織
し
て
〔
楯
の
会
〕

を
結
成
し
て
か
ら
は
、
後
ろ
指
を
指
さ
れ
る
こ
と
さ
え
あ
っ

た
。

　

高
度
経
済
成
長
の
象
徴
だ
っ
た
大
阪
万
国
博
覧
会
が
閉
幕

し
た
二
ヶ
月
後
の
昭
和
45
年
11
月
25
日
。
三
島
は
市
ヶ
谷
台

の
自
衛
隊
駐
屯
地
で
憲
法
改
正
を
訴
え
、
自
衛
隊
に
蹶
起
を

促
し
た
末
、
自
決
し
た
。
戦
後
史
に
刻
ま
れ
る
衝
撃
の
事
件

だ
っ
た
。

　

文
学
者
と
し
て
の
三
島
は
評
価
す
る
が
、
最
後
の
行
動
に

つ
い
て
は
是
認
で
き
な
い
と
い
う
方
は
多
く
居
ら
れ
る
だ
ろ

う
。
葛
飾
区
議
会
に
送
っ
て
頂
き
、
お
蔭
様
で
昨
年
10
月
ま

で
議
長
を
務
め
さ
せ
て
頂
い
た
私
に
と
っ
て
は
、
三
島
の
行

動
が
全
面
的
に
正
し
か
っ
た
と
は
言
い
難
い
立
場
に
あ
る
。

一
方
で
、
三
島
の
文
字
通
り
身
命
を
賭
し
た
行
動
は
、
今
な

お
日
本
の
国
家
や
文
化
の
在
り
方
を
問
い
続
け
て
い
る
こ
と

は
間
違
い
な
い
。

　

三
島
が
生
き
て
い
れ
ば
今
年
で
96
歳
。
元
気
な
90
歳
、
100

歳
が
居
ら
れ
る
現
代
に
あ
っ
て
、「
も
っ
と
長
生
き
し
て
、も
っ

と
良
い
作
品
を
書
い
て
欲
し
か
っ
た
」
と
い
う
の
は
私
だ
け

で
は
な
く
、
多
く
の
読
書
家
が
共
有
す
る
と
こ
ろ
だ
ろ
う
。

　

令
和
の
時
代
と
な
っ
た
今
、
生
前
の
三
島
を
直
接
知
る
人

は
少
な
く
な
っ
た
。
し
か
し
、
変
わ
ら
ず
三
島
の
作
品
は
読

み
継
が
れ
、
三
島
の
人
物
像
が
語
ら
れ
、
三
島
の
行
動
に
つ

い
て
議
論
が
交
わ
さ
れ
て
い
る
。
後
世
の
人
々
が
い
つ
ま
で

も
「
三
島
」
の
名
を
口
に
す
る
こ
と
が
三
島
の
本
望
だ
っ
た

の
か
も
し
れ
な
い
。

　

我
々
は
三
島
が
見
届
け
る
こ
と
が
な
か
っ
た
昭
和
を
経
て
、

平
成
・
令
和
の
時
代
を
生
き
て
い
る
。

　

三
島
は
自
決
に
際
し
、「
む
し
ろ
死
は
易
く
生
は
難
い
」
と

書
き
遺
し
て
い
る
。

　

生
き
る
こ
と
は
喜
び
だ
が
、
苦
し
み
や
困
難
も
伴
う
。
生

き
る
者
は
年
々
老
い
て
い
く
が
、
写
真
や
フ
ィ
ル
ム
の
中
の

三
島
は
い
つ
ま
で
も
若
々
し
い
ま
ま
、
光
彩
を
放
っ
て
い
る
。

立 

石 

支 

部

平
　
田
　
み
つ
よ
し

私
の 

三 

島
　由 

紀 

夫



  

   

  2 0 2 1 年 度 税 務 職 員 募 集 

Ｐｒｉｄｅ of the Ｓｐｅｃｉａｌｉｓｔ～公平な世の中を創る、志～ 
適正かつ公平な賦課及び徴収の実現を、我々と一緒に目指してみませんか。 

 

税務職員は、国税局や税務署において、税務のスペシャリストとして法律・経済・会計等の専門

知識を駆使して適正な課税を維持し、また、租税収入を確保するための事務を行います。 

 

◇ 受 験 資 格  

 １ 2021（令和３）年４月１日において高等学校又は中等教育学校を卒業した日の翌日から起

算して３年を経過していない者（2018（平成 30）年４月１日以降に卒業した者が該当する。）

及び 2022（令和４）年３月までに高等学校又は中等教育学校を卒業する見込みの者 

 ２ 人事院が上記１に掲げる者に準ずると認める者 

 

◇ 申 込 手 続  

 １ 申込方法 

   インターネット申込み 

   人事院ホームページ上の申込専用アドレスをご利用ください。 

   ２ 受付期間 

     令和３年６月 21 日（月）９時から令和３年６月 30 日（水） [受信有効]まで 

   ３ 受験案内交付期間 

     令和３年５月７日（金）から令和３年６月 30 日（水）まで 

     ９時から 17 時まで（土曜日及び日曜日を除く。） 

   ４ 受験案内交付場所 

     東京国税局又は最寄りの税務署若しくは人事院各地方事務局（所） 

     （注） 人事院ホームページからもダウンロードすることができます。 

             

◇ 試 験 日  

  第１次試験 令和３年９月５日（日） 

     第２次試験 令和３年 10 月 13 日（水）から令和３年 10 月 22 日（金）までのうち指定さ

れた日時 

     

     ※ 試験概要等の詳しい情報は、東京国税局ホームページ 

    「採用関係お役立ちリンク集」をご確認ください。 

      【問合せ先】東京国税局 総務部 人事第二課 試験係 

         (代表)０３－３５４２－２１１１ 内線２１６9 
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葛飾都税事務所からのお知らせ
TEL. 03-3697-7511

　

こ
の
度
、
四
月
一
日
付
の
人
事
異
動
で

葛
飾
都
税
事
務
所
長
に
着
任
い
た
し
ま
し

た
佐
伯
で
ご
ざ
い
ま
す
。
前
任
の
有
賀
同

様
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

公
益
社
団
法
人
葛
飾
法
人
会
の
皆
様
に

は
、
日
頃
よ
り
東
京
都
の
税
務
行
政
の
推

進
に
格
別
の
ご
理
解
と
多
大
な
る
お
力
添

え
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、貴
法
人
会
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

増
田
会
長
の
も
と
、
税
知
識
の
普
及
や
納

税
意
識
の
高
揚
、「
税
に
関
す
る
絵
は
が

き
コ
ン
ク
ー
ル
」
を
通
じ
た
租
税
教
育
の

推
進
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
る
公
益
事
業
を

展
開
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
す
こ
と
に
深
く
敬

意
を
表
す
る
と
と
も
に
、
重
ね
て
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
東
京
都
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
と
社
会
経
済
活

動
の
両
立
を
図
り
、
持
続
的
に
発
展
す
る

東
京
を
実
現
す
る
た
め
の
取
組
を
全
力
で

進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

都
税
に
お
き
ま
し
て
も
、
厳
し
い
状
況

に
置
か
れ
て
い
る
納
税
者
に
寄
り
添
い
、

申
告
・
納
付
期
限
の
延
長
や
中
小
事
業
者

等
へ
の
固
定
資
産
税
等
の
軽
減
、
徴
収
猶

予
等
の
対
応
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

ま
た
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
決
済
ア
プ
リ
に

よ
る
納
付
方
法
や
、
窓
口
の
混
雑
状
況
を

ご
確
認
い
た
だ
け
る
「
窓
口
シ
ス
テ
ム
」

を
導
入
す
る
な
ど
、
都
税
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま

す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

に
よ
り
、
今
後
の
都
税
収
入
に
つ
い
て
は

不
透
明
な
状
況
で
あ
り
ま
す
が
、
私
ど
も

都
の
税
務
機
関
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
引

き
続
き
東
京
都
の
財
政
基
盤
を
支
え
る
と

い
う
責
務
を
果
た
す
た
め
、
適
正
か
つ
公

平
な
税
務
行
政
の
推
進
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

今
後
と
も
、
一
層
の
ご
支
援
、
ご
協
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

　

結
び
に
、
貴
法
人
会
の
益
々
の
ご
発
展

と
会
員
の
皆
様
の
ご
健
勝
を
心
よ
り
祈
念

い
た
し
ま
し
て
、
着
任
の
挨
拶
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

こ
の
度
、
四
月
一
日
付
の
人
事
異
動
に

よ
り
葛
飾
都
税
事
務
所
副
所
長
に
着
任
い

た
し
ま
し
た
木
村
で
ご
ざ
い
ま
す
。
前
任

の
佐
藤
同
様
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　

公
益
社
団
法
人
葛
飾
法
人
会
の
会
員
の

皆
様
方
に
は
、
増
田
会
長
を
は
じ
め
平
素

よ
り
東
京
都
の
税
務
行
政
に
深
い
ご
理
解

と
多
大
な
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　

貴
会
報
誌
等
を
通
じ
た
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
の

利
用
促
進
Ｐ
Ｒ
や
納
期
限
の
お
知
ら
せ
、

ま
た
、
税
に
関
す
る
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー

ル
の
実
施
な
ど
租
税
教
育
に
も
熱
心
に
取

り
組
ん
で
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

現
在
、
東
京
都
に
お
き
ま
し
て
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
に

向
け
ま
し
て
、
都
職
員
の
保
健
所
等
へ
の

派
遣
、
飲
食
店
等
の
時
間
短
縮
営
業
の
お

願
い
な
ど
、
様
々
な
取
組
を
行
っ
て
い
る

と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
様
方
に
は
ご

負
担
を
お
か
け
し
て
お
り
ま
す
が
、
何
卒

ご
理
解
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

都
税
に
お
き
ま
し
て
も
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
申
告
・

納
税
が
困
難
な
方
に
は
、
そ
の
期
限
の
延

長
や
猶
予
制
度
を
ご
案
内
さ
せ
て
い
た
だ

く
な
ど
、
納
税
者
の
皆
様
の
実
情
に
十
分

に
耳
を
傾
け
、
丁
寧
に
対
応
し
て
ま
い
り

ま
す
。
ま
た
、
申
告
書
の
ご
提
出
、
証
明

書
等
の
発
行
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、
３
密

を
避
け
る
た
め
、
出
来
る
だ
け
郵
送
で
の

お
手
続
き
を
ご
選
択
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
皆
様
方
に
は
ご
不

便
を
お
か
け
い
た
し
ま
す
が
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
皆
様
方
と
連
携
を
図
り
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
切
に
し
、

様
々
な
課
題
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。
一
層
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま

す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

　

結
び
に
当
た
り
、
公
益
社
団
法
人
葛
飾

法
人
会
の
益
々
の
ご
発
展
と
会
員
の
皆
様

方
の
ご
健
勝
並
び
に
事
業
の
ご
繁
栄
を
祈

念
い
た
し
ま
し
て
、
着
任
の
挨
拶
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

着
任
の
御
挨
拶

着
任
の
御
挨
拶

所　長

佐 伯　文 博

副所長

木 村　佳 嗣



飾区役所・税務課からのお知らせ 
�᫭ғ立ჽ 5-13-1 

TEL. ０３-５６５４-Ჲ５５０ 

特別徴収義務者のみなさまへ ＜問い合わせ先＞ 課税係 直通 03(5654)8550 

（会ᅈ等でᅈ員の方のཎКғൟ税・ᣃൟ税を徴収してኛ入されているዅɨૅ৚者の方） 

ཎКғൟ税・ᣃൟ税のཎК徴収税᫇ൿ定ᡫ知୿をご確認ください 

令和３年度特別区民税・都民税の特別徴収税額決定通知書を、㸳᭶㸯㸷᪥㸦Ỉ㸧に送付予定です。 
特別徴収税額決定通知書の「特別徴収義務者用（会社用）」をご覧いただき「納税義務者用（社員個人用）」の配

付をお願いします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

普通徴収の納税義務者のみなさまへ ＜問い合わせ先＞ 課税係 直通 03(5654)8550 

（̾人でおૅ৚いする方） 

ཎКғൟ税・ᣃൟ税税᫇ൿ定ኛ税ᡫ知୿をご確認ください 

 令和３年度特別区民税・都民税の税額決定納税通知書を㸴᭶ 1㸮᪥㸦ᮌ㸧に発送予定です。 
税額決定納税通知書の内容をご確認のうえ、納期内の納付にご協力をお願いします。 

 ࠋࡍ࡛ࡾ࠾࡜ࡢḟࡣ⣡ᮇ㝈ࡢᮇྛە

・第１期:６月３０日（水）  ・第２期:８月３１日（火） 

・第３期:１１月１日（月）  ・第４期:令和４年１月３１日（月） 

特別区民税・都民税のお支払いについて ＜問い合わせ先＞ 収納管理係 直通 03(5654)8201 

○特別徴収義務者のみなさまへ 

 納入書によりお支払いください。口座振替やクレジットカード払いは利用できません。 

 ※取引金融機関経由の引き落としについては、金融機関へご相談ください。 

○普通徴収（個人でお支払いする方）の納税義務者のみなさまへ 

 以下の方法によりお支払いいただくことができます。詳しくは納付書裏面をご覧ください。 

・口座振替 

・コンビニエンスストア（ただし、納付額 30万円以下） 

・ペイジーマークのついた金融機関のＡＴＭ（現金自動預け払い機） 

・ネットバンキング 

・「Yahoo!公金支払い」を利用したクレジットカードでの支払い（ただし、納付額 30 万円以下） 

 ※「Yahoo!公金支払い」のサイトを利用したクレジットカードでの支払いは令和４年３月中で終了します。 

  令和４年４月以降のクレジットカードでの支払方法は、令和４年３月以降区役所ホームページでご案内 

  する予定です。 

◆◇◆≉ูᚩ཰ࡢ⣡税⩏務⪅ࡢ㌿໅࣭㏥職ࠊ࡝࡞␗ືᒆ᭩➼ࡢᥦฟ࡚࠸ࡘ࡟◆◇◆ 
給与所得等に係る「特別区民税・都民税」特別徴収のしおりを同封しますので、次のような変更等が

生じましたら変更届書の提出をお願いします。 
● ㏵୰࡛㏥職࣭㌿໅࣭ఇ職➼ࠊࡾࡼ࡟≉ู༊Ẹ税࣭㒔Ẹ税ࢆᚩ཰ࡓࡗ࡞ࡃ࡞ࡁ࡛ࡀ࡜ࡇࡿࡍሙྜ 
  『⤥୚ᨭᡶሗ࿌࣭≉ูᚩ཰ࡿ࠿࠿࡟⤥୚ᡤᚓ⪅␗ືᒆฟ᭩』の提出をお願いします。 
● ఍♫➼ࡢᡤᅾᆅ࣭㟁ヰ␒ྕ࣭ྡ⛠࣭㏦௜ඛ➼࡟ኚ᭦ࡓࡌ⏕ࡀሙྜ 

   『≉ูᚩ཰⩏務⪅ࡢᡤᅾᆅ࣭ྡ⛠ኚ᭦ᒆฟ᭩』の提出をお願いします。 
● ᬑ㏻ᚩ཰㸦ಶே࡛⣡௜ࡿࡍ᪉ἲ㸧ࡽ࠿≉ูᚩ཰࡟ษࡿ࠼᭰ࡾሙྜ 

ࠗ≉ู༊Ẹ税࣭㒔Ẹ税 ≉ูᚩ཰ࡢ࡬ษ᭰⏦ㄳ᭩࠘の提出をお願いします。 
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葛飾区立石５-13-１　TEL. 03-5654-8550

葛飾区役所・税務課からのお知らせ
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2020年度の新入会員のご紹介
支部名 会　員　名 代　表　者 住　　　　　所 業　種　名 ＴＥＬ

高 砂 ㈱ヒート＆テクノロジー 勝　俣　信　彦 葛飾区高砂2-14-2 製造業 6458-9775

高 砂 保　坂　京　子 目黒区碑文谷6-2-3 3714-5004

新 宿 南 ㈱Luxst 寺　田　翔　馬 葛飾区柴又1-1-16 建設業 6231-3145

新 宿 南 髙　田　俊　男 葛飾区金町2-7-10-505 090-4056-8444

東 金 町 都錦通商㈱ 高　木　冬　芹 葛飾区東金町1-1-2-105 鉄鋼リサイクル 5876-3862

東 金 町 ㈱49システムズ 三　浦　英　明
葛飾区東金町6-1-5
　ミルーナヒルズ金町901

ソフトウェア開発 3826-4522

白 鳥 ㈱コンサルズ 高　田　晃　一 葛飾区白鳥4-15-16-703 サービス業 6823-1351

白 鳥 三栄工業㈱ 藤　井　哲　雄 葛飾区白鳥3-14-4 プラスチック家庭用品製造販売 5629-1102

亀 有 南 ㈱のぐち 野　口　康　行 葛飾区亀有4-1-22 物流サービス業 3602-0055

亀 有 南 桑　田　智　浩 足立区六木1-16-12-303 6802-5813

堀 切 林　　　昌　宏 北区田端3-14-3 090-2639-9567

堀 切 笹　本　一　行 葛飾区堀切5-13-7 3690-2986

堀 切 南 オータ設備㈱ 太　田　利　雄 葛飾区堀切2-28-4 一般管工事業 5654-9230

堀 切 南 ㈱コバヤシゴム製作所 小　林　友　則 葛飾区東堀切2-9-10 ゴム製品・製造業 5680-4955

上 千 葉 吉　川　　　武 足立区東綾瀬1-9-2 5697-1529

小 菅 ㈱泰信電設 田　澤　正　明 葛飾区小菅4-3-7 電気工事業 3690-8471

お花茶屋 板　橋　敏　之 葛飾区宝町2-31-13-101 5654-7624

立 石 大　隅　隆　志
千代田区永田町2-11-1
　山王パークタワー22階

煙草製造販売業 3509-7470

立 石 高　橋　英　孝 葛飾区四つ木3-14-9 3697-0453

立 石 金　子　美　香

立 石 ㈱セガ・プランニング 瀬　川　修　一 葛飾区立石7-26-4 電気設備設計 5875-7941

立 石 ハレア・カラー㈱ 庄　司　幸　央 葛飾区立石8-38-7 製造業 3691-5909

東四つ木 ㈲エコー金属 千　葉　源　貴 葛飾区東四つ木1-18-6 金属加工業 3692-1882

東 立 石 （特非）陽だまり 石　田　優　子
葛飾区東立石1-8-18
　スナイプハイツ1F

通所介護 5875-7355

奥 戸 東 ㈱東京内装解体 岩　﨑　孝　二 葛飾区奥戸5-5-3 解体工事業 5671-3421

南 水 元 ㈲ナミセツ工業 波多野　賢　介 葛飾区水元1-8-19 管工事業 5660-4030

南 水 元 ㈱ユウセツ 吉　田　祐　二 葛飾区水元2-5-13 水道設備 5660-4378

南 水 元 ㈱ジャストカーズ 齋　藤　康　徳 葛飾区南水元2-10-5 自動車販売及び買取 5699-0311

南 水 元 福　島　正　和 葛飾区西水元4-4-11 防水 5660-3717

南 水 元 原　　　輝　典 葛飾区西水元1-23-5 防水 5699-6276

南 水 元 川　﨑　一　世
葛飾区東水元5-25-14
　ルイシャトレ水元公園パークサイド101

080-1825-4638

南 水 元 山　中　　　憲 葛飾区東水元4-15-1 大工　家具製造 3627-5569
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　２年ぶりに、新宿・京王プラザホテル「エミネンスホール」で開催され、堀切担当副会長、

坂巻部会長、近藤副部会長が参加しました。

　新型コロナウイルス感染症の影響により、講演と「税に関する絵はがきコンクール」の

結果発表のみ実施されました。東法連女連協の選考に34単位会の応募があり、葛飾法人会

会長賞の松上小学校６年丸山璃奈さんが、東京都主税局長賞・優秀賞を受賞されました。

　長年「税に関する絵はがきコンクール」を続けてきて良かったと思う瞬間でした。

　法人会本部の方々、会員の皆様方、「税に関する絵はがきコンクール」に携わった方々

のご協力ご支援に感謝し、これからも宜しくお願い申し上げます。

令和２年度

女性部会全体連絡協議会
報 告  書
令和３年３月９日（火）　14:30～16:50
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■ 表紙のイラストについて ■

４月から新年度が始まりました。
　昨年から続いているコロナ禍ですが、ワクチン接種
が開始されたことで少しずつ終わりが見えてくるので
はないでしょうか。
　今回の表紙イラストの舞台は葛飾区と足立区の区
境を流れる古隅田川緑道です。
　古来武蔵国と下総国の境界だった古隅田川ですが、
現在一部の区間は緑道が整備されて近所の人たちの
憩いの場になっています。新緑の季節、密を避けて
散策するには格好の場所ではないでしょうか。

イラスト：かつしかけいた

お詫びと訂正
　新春号「税に関する絵はがきコンクール」入
賞作品の掲載画像に誤りがあり、関係各位にご
迷惑をお掛け致しました。正しく再掲載させて
いただきました。
　さてワクチン接種も始まりましたが、イベン
ト等中止になっております。マスク着用、非接
触型自動体温計測及び消毒器の導入等、新しい
生活様式に慣れている今日この頃です。定時総
会・役員改選もございます。新入会員のご紹介
ページもございます。桜から新緑へ令和３年度
スタートいたします。 　

（広報委員長　細谷政男）

編   集   後   記

第９回定時総会
　　　　　 日　時：　令和３年６月８日（火） 午後３時
　　　　　　場　所：　葛飾法人会館 ３階大会議室
　詳細は、別途正会員の皆様に議案書と共にご案内いたしま
　すのでご覧ください。

また、往復ハガキにて出席並びに

  委任状の依頼をいたします。必ず
  ご返信の程お願いいたします。
　　（5月中旬頃発送予定です）

※新型コロナウイルス感染拡大状況によって
　　ご案内内容が変更になる場合もあります。

　　　

Ｐ14に会員登録事項変更届書がございま　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
す。代表者等に変更がある場合、ご記入の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
上、FAXにてお送り下さい。

【説明会のご案内】
　4月～ 6月までの決算法人説明会・新設法人
説明会は新型コロナウイルス感染拡大を防止す
るため中止となります。



第11回　税に関する絵はがきコンクール
◇ 入賞作品のご紹介 ◇

✿ 葛飾法人会長賞 ✿ ✿ 東京都葛飾都税事務所長賞 ✿✿ 葛飾税務署長賞 ✿

松上小 ６年
阿部　耀義

松上小 ６年
丸山　璃奈

西亀有小 ６年
山根　拓眞

✿ 葛飾区長賞 ✿ ✿ 東京税理士会葛飾支部長賞 ✿✿ 葛飾区教育委員会教育長賞 ✿

原田小 ６年
面田　茉優

西小菅小 ６年
市橋　洋洋

松上小 ６年
棚橋　美月

上平井小 ６年
小原　美海

✿ 葛飾法人会女性部会長賞 ✿✿ 葛飾租税教育推進協議会長賞 ✿

原田小 ６年
石井　杏奈


